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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞
・来週から定期採血が行われます。針刺し事故や凝固のないように気をつけましょう。
· 女子トイレと男子トイレの間にある非常灯が破損していた為、朱夏へ修理の依頼しています。夜勤帯などで気が付いた際は、早めに修理依頼して下さい。

· 法人研修があります。出席していない方は必ず出席して下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 井上　和美様～8月13日（日）13：30から8月16日（水）16：00までお盆外泊と

なっています。現在も外泊中ですが､お兄様が突然亡くなられており本人、ご家族ともにショックが大きいようです。精神症状の変化も考えられる為、帰院時は本人・ご家族より外泊状況、疲労感等についての確認を行い帰院後の睡眠・服薬状況を含めた病棟日課への支障や異常体験に左右された発言の有無についての観察・確認を行い、疲労感等による自身の症状の変化について認識出来るよう関わっていきましょう。

· 日向端　庸男様～8月15日（火）9：00から16：00までお墓参りの為外出となっ　

ています。

· 伊藤　雄一様～8月6日（日）9：00から14：00まで八戸駅まで散歩目的の為、外　

出となっています。

· 坂本　秀男様～8月7日～10日のいずれか自宅へご家族付き添いで外出予定となっ

ています。日程が決まり次第、ご家族より後日連絡があるそうです。外出届けは主治医から許可頂きDrファイルにはさんでありますので、ご家族から連絡を受けたスタッフは日付を記入し栄養管理室へ提出して下さい。

· 木村　梅子様～8月13日（日）10：00から8月16日（水）15：00までと本人・御

　　　　　　　　家族より外泊の希望があります。主治医へ連絡し許可を頂いて下さい。以前は弟様とお父様が別々に住んでおり、お父様が高齢という事もあり外出・泊の際は弟様と両方に確認をとっていましたが、今後はお父様と弟様と同居しているとの事で連絡は自宅だけでいいそうです。

＜猪股Drケースカンファ＞

· 沢田　三郎様～現在は買い物は院外、金銭管理は自己管理となり、現在はきちんと

　出来ている事を評価しています。お盆の外泊状況を見てから服薬自己管理を徐々に勧めていきたいと思い担当医へ報告・了解を得ています。外泊中の服薬、日常生活の様子等をご家族へ確認していきましょう。

· 五日市　規様～本人より「青山荘へ入所したいが、住所が岩手県だと入所が難しい

のか？八戸市（当院）に住所を移したらいいのではないか。青山荘へ入所したら金銭的に間に合うのか」との話しがあります。下平SWへ相談し本人と面談を行っています。退院についての要求があった際は精神症状に変化が見られる可能性がある為、幻聴の有無、日課への取り組み状況、睡眠状況の確認・観察していきましょう。

＜患者様情報提供＞

· 法霊崎　恵子様～肥満傾向にある為現在1日2回（15分）の歩行運動を行っていま

すが、間食購入の制限は行っていません。本人へ歩行運動の目的を尋ねると「体力作り、夏バテ防止」と話されており、肥満については自覚ないようです。昨日買い物の際に団子（6本入り）、ソフトクリーム、袋菓子等を購入されている為、団子や甘いお菓子を購入希望の際は少量の物を購入するように本人と話し合っています。買い物付き添いスタッフからも声掛けをしていきましょう。

· 駒木　学様～本人より「自分の考えている事が現実となる。阪神大震災やニュージ

ーランド地震等。自分の歯型をどこかで利用されているのではないか。幻聴や妄想ではない。お釈迦様が光を放して自分の後ろに立っているような気がする。神・光る物が自分の中に出て来る」と幻聴・妄想に左右された発言聞かれています。現在は服薬調整中の為、本人は話を聞いてもらえるだけで楽になると話されています。何か話したい事がある時は、スタッフの近くに来たり、スタッフルームの周辺に長くいる事があるのでスタッフ側からも声掛けし本人の話を傾聴し、現実検討出来るように関わりましょう。

· 小坂　君子様～「自分の空想の中に3.4人の子供がいていつも考えている。子供は

30歳位」と話されています。スタッフに話すことにより気分が落ち着くと話している事から、本人の話を傾聴し、現実検討出来るよう関わっていきましょう。

＜SSTミーティング＞

明日は8月の短期目標の設定を行って下さい。

検討事項

· 何も困っている事はないと話す患者様についてはどういう短期目標を立てて頂いたらいいのか？

1 本人の短期目標について場面設定し、スタッフ対本人、又は、困っている事のない患者様対患者様でモデリングを行ってもらう。

2 病棟の中では目標設定が難しいのであれば、院外の生活（社会資源の利用等）での問題点を考えて頂く。

③問題点が見つからない事をスタッフへ相談する為に話し掛けてほしい。

＜リハビリテーションプログラムミーティング報告＞

· 皮膚科診察などプログラムに影響が及びそうな時は、前日か次の日のプログラムと交換しても良い。

· プログラムの実施場所の記載はせずに、毎日のプレミーティングで人数、内容により場所を決める。

· 片方のプログラムの人数が少ない時は、西のミーティングルームだけ使用しても良い。


































